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NO 設置形態 商品名 取替前メーカー 設置形態 部　品 部品詳細説明 マシンコード 税抜価格 ページ

1 壁掛け KADH-I1 IT（ガスター） ランドセル設置 アダプタ（板） IT（ガスター）ランドセル設置からの取替用（壁掛金具外せない場合） 
既存の壁掛金具（ガスター製）に本部材を取付する 936618 ¥11,400 3・4

2 壁掛け KADH-I2(2) IT（ガスター） 直付設置 ブラケット IT（ガスター）直付設置からの取替用 936619 ¥6,900 
5・6

2 壁掛け KADH-I2(1) HT（リンナイ） 直付設置 ブラケット HT（リンナイ）直付設置からの取替用 
古い商品でブラケットピッチが合わないときに使用する 936620 ¥4,400 

3 壁掛け KADH-A1

AT（松下） 
AT-247 シリーズ 
AT-249 シリーズ 
AT-369 シリーズ 
AT-241 シリーズ 
AT-361 シリーズ 
AT-362 シリーズ 
AT-243 シリーズ 
AT-364 シリーズ 
AT-366 シリーズ 
AT-4299 シリーズ 
AT-4200 シリーズ 
AT-4203 シリーズ

ランドセル設置 アダプタ（板）

AT（松下）ランドセル設置からの取替用（壁掛金具外せない場合） 
 
A壁掛金具203S＋AT-247シリーズ設置時 
A壁掛金具361＋AT-361シリーズ設置時　 
他多数 
既存の壁掛金具（松下製）に本部材を取付する 
 
※取替前製品より現行熱源機の奥行が薄くなっているので 
　奥行の調整が必要な場合はKADH-A4・A5を使用する

936621 ¥5,800 7・8

FT（ノーリツ） 
FT-240 シリーズ 
FT-360 シリーズ 
FT-244 シリーズ 
FT-364 シリーズ

ランドセル設置 アダプタ（板）

FT（ノーリツ）ランドセル設置からの取替用（壁掛金具外せない場合） 
ノーリツ壁掛金具AFR使用時に本部材を取付する 
（ノーリツ壁掛金具AGV使用の場合はKADH-F4使用） 
奥行合わせ不要時に使用 
既存の壁取付板（ベース板）に付け足し

4 壁掛け KADH-A2(2)
AT（松下） 
AT-245 シリーズ 
AT-246 シリーズ 
AT-366 シリーズ 
AT-4299 シリーズ 
AT-2800 シリーズ 
AT-4200 シリーズ 
AT-2801 シリーズ 
AT-4203 シリーズ 
AT-4205 シリーズ

直付設置

ブラケット

AT（松下）直付設置からの取替 
古い商品でブラケットピッチが合わないときに使用する 
現場によって下記3種類より現場にあった商品を使用する 
・上下ブラケット交換（KADH-A2(2)) 
・下ブラケットのみ交換(KADH-A2(1)) 
・奥行が大きいタイプ（KADH-A3） 
 
・�上記3部材でピッチ合わない場合KADH-F4を使用するとピッチが合う現場がある

936622 ¥7,500 
9・10

4 壁掛け KADH-A2(1) 直付設置 936623 ¥3,900 

5 壁掛け KADH-A3 直付設置 936624 ¥8,000 11・12

6 壁掛け KADH-A4

AT（松下） 
AT-247 シリーズ 
AT-249 シリーズ 
AT-369 シリーズ 
AT-241 シリーズ 
AT-361 シリーズ 
AT-362 シリーズ 
AT-243 シリーズ 
AT-364 シリーズ 
AT-366 シリーズ 
AT-4299 シリーズ 
AT-4200 シリーズ 
AT-4203 シリーズ

ランドセル設置

アダプタ（板）

ATランドセル設置からの取替用（壁掛金具外せない場合） 
 
取替前製品より現行熱源機の奥行が薄くなっているので 
既存の壁掛金具にさらに奥行の調整が必要な場合に本部材を取付する 
現場の奥行調整幅によって 
KADH-A4（取替前熱源機奥行300mm） 
KADH-A5（取替前熱源機奥行330mm） 
あう方を使用する 
奥行の調整が不要の場合はKADH-A1を使用する

936625 ¥10,600 

13・14

6 壁掛け KADH-A5 ランドセル設置 936626 ¥10,600 

TESリプレイス部材一覧表 現場状況により設置できない場合がありますので現場調査して本体・部材等の最終確認をしてくだい
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NO 設置形態 商品名 取替前メーカー 設置形態 部　品 部品詳細説明 マシンコード 税抜価格 ページ

7 壁掛け KADH-A6(85) AT（松下） 
AT-247 シリーズ 
AT-249 シリーズ 
AT-369 シリーズ 
AT-241 シリーズ 
AT-361 シリーズ 
AT-362 シリーズ 
AT-243 シリーズ 
AT-364 シリーズ 
AT-366 シリーズ 
AT-4299 シリーズ 
AT-4200 シリーズ 
AT-4203 シリーズ

ランドセル設置

壁取付板

ATランドセル設置からの取替用（壁掛金具外せる場合） 
 
既設の壁掛金具を外し、既設のアンカーボルトを再利用して 
現場奥行に合わせて4種類の部材から合うものを取付する 
 
アンカーボルトピッチは下記3ピッチに対応 
W120mm×H612mm 
W100mm×H606mm 
W160mm×H606mm

936627 ¥18,300 

15・16

7 壁掛け KADH-A6(105) ランドセル設置 936628 ¥19,300 

7 壁掛け KADH-A6(115) ランドセル設置 936629 ¥20,500 

7 壁掛け KADH-A6(125) ランドセル設置 936630 ¥21,700 

8 壁掛け KADH-F1

FT（ノーリツ） 
FT-247 シリーズ 
FT-249 シリーズ ランドセル設置 アダプタ（板）

FT（ノーリツ）ランドセル設置からの取替用（壁掛金具外せない場合） 
 
ノーリツ壁掛金具FFOA使用時に本部材を取付する 
奥行合わせ不要時に使用 
既存の壁掛金具（ベース板）に付け足し

936631 ¥6,300 17・18

9 壁掛け KADH-F2(15) FT（ノーリツ） 
FT-247 シリーズ 
FT-244 シリーズ 
FT-364 シリーズ

ランドセル設置 アダプタ（板） FT（ノーリツ）ランドセル設置からの取替用（壁掛金具外せない場合） 
 
ノーリツ壁掛金具FFOA/AFR使用時に本部材を取付する 
奥行合わせ必要時に使用 
既存の壁掛金具（ベース板）に付け足し

936632 ¥17,100 
19・20

9 壁掛け KADH-F2(50) ランドセル設置 アダプタ（板） 936633 ¥20,500 

10 壁掛け KADH-F4

① FT（ノーリツ）
FT-240 シリーズ 
FT-360 シリーズ 
FT-244 シリーズ 
ＦＴ-364 シリーズ

② AT（松下）
AT-241 シリーズ 
AT-361 シリーズ 
AT-243 シリーズ 
AT-364 シリーズ

③ AT（松下）
AT-245 シリーズ以降 
AT-366 シリーズ以降

直付設置 アダプタ（板）

①FT（ノーリツ）直付設置からの取替
ノーリツ壁掛金具AGV使用の場合、本部材を取付する

 
②AT（松下）直付設置からの取替

AT-241シリーズ 
AT-361シリーズ 
AT-243シリーズ 
AT-364シリーズ 
松下製A壁掛金具361A使用の場合、本部材を取付する

 
③AT（松下）直付設置からの取替

AT-245シリーズ以降全て 
AT-366シリーズ以降全て 
本体取付板にて取付設置の場合、本部材を取付するとピッチが合うケースがある

936634 ¥5,800 21・22

壁掛け 本体取付済の為 
部材設定なし

FT（ノーリツ） 
FT-240、FT-360 以外 
全機種 直付設置 ブラケット

FT（ノーリツ）直付設置からの取替 
 
FT（ノーリツ）直付設置からの取替は 
FT-240、FT-360以外全機種素取替可です 
FT-240、FT-360の直付設置はKADH-F4を使用
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No.

1 KADH-I1

かぎ穴部
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アダプタ 設置工事説明書No.

1 KADH-I1

梱包の中には下記の部品が入っています。取り付ける前に確認してください。
壁掛金具の質量は1.6kgです。

1. 付属部品の確認

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

品番シール

　品番シールの貼付
　施工後に同梱されている品番シールを熱源機のフロントカバー下部に貼り付けてください。

1

部 品 名 個　数

アダプタ（壁掛金具）

フックボルト

ピアスねじ

2

なべ小ねじ 2

5

品番シール 1

警告

2. 取付方法

■取付順序
１．機器の天面高さの位置を決定し、アダ
　　プタにフックボルトを取り付ける。
　　Ａ部、Ｂ部、Ｃ部の３段階の高さに調整
　　が可能です。
２．既設壁固定金具のフック部にアダプタ
　　かぎ穴部を差し込む。（２箇所）
３．既設壁固定金具にアダプタを固定する。
　　Ｄ部、Ｆ部は下穴３ｍｍ程度を開けてか
　　らピアスねじで締め込み、Ｅ部は
　　なべ小ねじで締め込む。
　【Ａ部にフックボルトを取り付ける場合】
　　Ｄ部、Ｅ部の３箇所を固定する。
　【Ｂ部にフックボルトを取り付ける場合】
　　Ｄ部、Ｆ部の３箇所を固定する。
　【Ｃ部にフックボルトを取り付ける場合】
　　Ｄ部、Ｅ部の３箇所を固定する。

４．アダプタに機器背面の上部取付板（くぼ
　　み部）を引っ掛けます。
５．本体取付板下をねじで固定します。
　　※穴は４箇所ありますが、ねじ固定し
　　　易い２箇所を使用します。　
　【Ａ部にフックボルトを取り付ける場合】
　　ねじはピアスねじで、Ｈ部に下穴
　　３ｍｍ程度を開けてからピアスねじで 
　　締め込む。
　【Ｂ部にフックボルトを取り付ける場合】
　　ねじはなべ小ねじで、Ｇ部にねじを締め
　　込む。
　【Ｃ部にフックボルトを取り付ける場合】
　　ねじはなべ小ねじで、Ｉ部にねじを締め
　　込む。

壁面への取り付け後、機器本体が水平になっているか確認してください。

注意

必ず行う

上部取付板
（くぼみ部）

かぎ穴部
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No. KADH-I2(2)
KADH-I2(1)2
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アダプタ 設置工事説明書No. KADH-I2(2)
KADH-I2(1)2

　梱包の中には下記の部品が入っています。取り付ける前に確認してください。壁掛金具の質量は0.2kg/個です。
1. 付属部品の確認

2

部 品 名 個　数

壁掛金具

1品番シール

※KADH-I2(1)は壁掛金具1個入りです。

2. 取付方法
　機器のブラケット（上下2か所）を取り外し、壁掛金具（上下2か所）を取り付けてください。

注）1ケ入りの場合は上下どちらかを作業してください。

注意
壁面への取り付け後、壁掛金具および
機器本体が水平になっているか確認して
ください。必ず行う

品番シールの貼付
　同梱されている品番シールを
　熱源機のフロントカバー下部に貼り付けてください。

品番シール

壁掛金具

壁掛金具

ブラケット

ブラケット

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

警告
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No.

KADH-A13
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熱源機付属
部品の小ねじ
M5×12 2本で
必ず固定する。

この穴を使います。

止め金具

くぼみ部を
引っかける。

本体取付板（下）

上部取付板

熱源機付属
部品の小ねじ
M5×12 2本で
必ず固定する。

この穴を使います。

止め金具

くぼみ部を
引っかける。

本体取付板（下）

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

警告

梱包の中には下記の部品が入っています。取り付ける前に確認してください。
アダプタの質量は0.3kgです。施工の種別により、使用しないねじ、ボルトがあります。

1. 付属部品の確認

壁面への取り付け後、機器本体が水平
になっているか確認してください。

注意

必ず行う

1

部 品 名 個　数

アダプタ

フックボルト

ピアスねじ

2

小ねじＭ5×12 4

4

品番シール 1

② [Ａ壁掛金具361（熱源機AT-361シリーズ）の場合]
品番シールの貼付
　施工後に同梱されている品番シールを
　熱源機のフロントカバー下部に貼り付けて
　ください。

品番シール

対象機種名

既設：ノーリツ製熱源機 既設：松下製熱源機

・ FT-240シリーズ
・ FT-360シリーズ
・ FT-244シリーズ
・ FT-364シリーズ

・ AT-247シリーズ
・ AT-249シリーズ
・ AT-369シリーズ
・ AT-241シリーズ
・ AT-361シリーズ
・ AT-243シリーズ
・ AT-364シリーズ

2. 取付方法

① [Ａ壁掛金具203（熱源機AT-247シリーズ）の場合]

既存のA壁掛金具203の
上部取付板をはずします。

アダプタを小ねじM5×12
で固定します。

ピアスねじで固定します。
（下穴3mm程度開けてから
ピアスねじを締め込む。）

【既存の壁掛金具に上部取付板が付いていない場合】

既存のA壁掛金具361の
上部取付板をはずします。

ピアスねじで固定します。
(仮止めの小ねじM5×12を
はずす。）

小ねじM5×12でアダプタを
壁掛金具に仮止めします。

下の4か所の穴に下穴を
開ける。（3mm程度の下穴）

フックボルトを取り付けます。

【既存の壁掛金具に上部取付板が付いている場合】
取付方法が①②のいずれかになります。

壁掛金具の止め金具に熱源機背面の取付板くぼみ部を引っかけます。
次に本体取付板（下）を熱源機付属部品の小ねじM5×12 2本で
固定します。

壁掛金具の止め金具に熱源機背面の取付板くぼみ部を引っかけます。次に本体取付板（下）を熱源機付属部品の小ねじ
M5×12 2本で固定します。

既存のフックボルトは
そのまま利用します。

　既存の壁掛金具にアダプタを取り付けます。

付属部品の小ねじ
M5×12 4本で
固定します。

アダプタ 設置工事説明書No.

KADH-A13
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No. KADH-A2(2)
KADH-A2(1)4
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アダプタ 設置工事説明書No. KADH-A2(2)
KADH-A2(1)4

　梱包の中には下記の部品が入っています。取り付ける前に確認してください。壁掛金具の質量は0.2kg/個です。
1. 付属部品の確認

2

部 品 名 個　数

壁掛金具 ※KADH-A2(1)は壁掛金具1個入りです。

品番シール 1

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

警告

ブラケット

ブラケット

2. 取付方法
　機器のブラケットを取り外し、壁掛金具を取り付けてください。

　注）1ケ入りの場合は上下どちらかを作業してください。

壁掛金具のねじ穴は上下で
使用する位置が異なります。

下
（2か所）

上
（3か所）

注意
壁面への取り付け後、壁掛金具および
機器本体が水平になっているか確認して
ください。必ず行う

品番シールの貼付
　同梱されている品番シールを
　熱源機のフロントカバー下部に貼り付けてください。

品番シール

壁掛金具

壁掛金具
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No.

KADH-A3
5
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アダプタ 設置工事説明書No.

　梱包の中には下記の部品が入っています。取り付ける前に確認してください。壁掛金具の質量は0.2kg/個です。
1. 付属部品の確認

2

部 品 名 個　数

壁掛金具

品番シール 1

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

警告

注意
壁面への取り付け後、壁掛金具および
機器本体が水平になっているか確認して
ください。必ず行う

品番シールの貼付
　同梱されている品番シールを
　熱源機のフロントカバー下部に貼り付けてください。

品番シール

KADH-A3
5

ブラケット

ブラケット

2. 取付方法
　機器のブラケットを取り外し、壁掛金具を取り付けてください。

壁掛金具のねじ穴は上下で
使用する位置が異なります。

下
（2か所）

上
（3か所）

壁掛金具

壁掛金具
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KADH-A4
KADH-A56

No.
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【AT-361シリーズの場合】
既存の上部取付板をはずし、壁掛金具に金具上を取り付けます。
つぎに下部の機器固定位置に金具下を取り付けます。

壁面への取り付け後、機器本体が水平になっているか確認してください。

注意

必ず行う

壁掛金具の止め金具に機器背面の取付板くぼみ部を引っかけます。
次に本体取付板（下）を熱源機付属部品の小ねじ2本で固定します。

2

既存の上部取付板をはずす。 小ねじM5で
固定します。

金具上を小ねじ　M5×45
（KADH-A5の場合
　小ねじ　M5×65）と
フックボルトで取り付けます。

➡ ➡ この穴を使います。

金具下

熱源機付属
部品の小ねじ
M5×12-2本で
必ず固定する。

この穴を使います。

止め金具

くぼみ部を
引っかける。

本体取付板（下）

品番シールの貼付
　施工後に同梱されている品番シールを
　熱源機のフロントカバー下部に貼り付けてください。

品番シール

梱包の中には下記の部品が入っています。取り付ける前に確認してください。
アダプタの質量は1.3kgです。

1. 付属部品の確認

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

警告

2. 取付方法
【AT-249シリーズの場合】
既存の上部取付板をはずし、壁掛金具に金具上を取り付けます。
つぎに下部の機器固定位置に金具下を取り付けます。

1

対象機種名

既設：松下製熱源機

・ AT-249シリーズ
・ AT-369シリーズ
・ AT-241シリーズ
・ AT-361シリーズ
・ AT-364シリーズ

部 品 名

金具上

金具下

品番シール

小ねじ　Ｍ5

[KADH-A4の場合] 小ねじ　M5×45
[KADH-A5の場合] 小ねじ　M5×65

個　数

1

1

2

1

2

2フックボルト

既存の上部取付板をはずす。 小ねじM5で
固定します。

金具上を小ねじ　M5×45
（KADH-A5の場合
　小ねじ　M5×65）と
フックボルトで取り付けます。

➡ ➡ この穴を使います。

金具下

KADH-A4
KADH-A56 アダプタ 設置工事説明書No.
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No. KADH-A6(115)KADH-A6(85)
KADH-A6(105) KADH-A6(125)7
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アダプタ 設置工事説明書No. KADH-A6(115)KADH-A6(85)
KADH-A6(105) KADH-A6(125)7

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

警告

　梱包の中には下記の部品が入っています。
　取り付ける前に確認してください。
　壁掛金具の質量は3kgです。

1. 付属部品の確認

1

部 品 名 個　数

壁掛金具

品番シール 1

注意
壁面への取り付け後、壁掛金具および
機器本体が水平になっているか確認して
ください。必ず行う

　壁掛金具の止め金具に熱源機背面のブラケットを引っかけ、次に本体取付板（下）を
　小ねじ2本（熱源機の付属品）で固定する。
3

2. 取付方法

　既存の壁掛金具を取り外し、既存のアンカーの位置に壁掛金具をあわせて壁面に仮付けする。1

　アンカーボルトに水平を確認しながら壁掛金具を固定する。2
　品番シールの貼付
　同梱されている品番シールを熱源機のフロントカバー下部に貼り付けてください。

品番シール

小ねじ
（熱源機の付属部品）

このねじ孔を使う。

くぼみ部分を
引っかける。

本体取付板（下）

止め金具

対象機種名

既設：松下製熱源機

・ AT-247シリーズ
・ AT-249シリーズ
・ AT-369シリーズ
・ AT-241シリーズ
・ AT-361シリーズ
・ AT-243シリーズ
・ AT-364シリーズ

水平器
壁掛金具の水平を水平器で確認し墨出しを行う。

既存のナット
4個
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No.

KADH-F18
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A

アダプタ

梱包の中には下記の部品が入っています。取り付ける前に確認してください。
アダプタの質量は1kgです。

1. 付属部品の確認

1

部 品 名 個　数

アダプタ

ピアスねじ 4

品番シール 1

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

警告

2. 取付方法
既設の壁掛金具に、アダプタを取り付けます。
1．アダプタを既設の壁掛金具のAの位置に引っかけます。
2．付属部品のピアスねじ4本で固定します。
　　（下穴3mm程度開けてから、ピアスねじを締め込みます。）

1

壁掛金具の止め金具に機器背面の取付板くぼみ部を引っかけます。
次に本体取付板（下）を熱源機付属部品の小ねじ2本で固定します。

2

対象機種名

既設：ノーリツ製熱源機

・ FT-247シリーズ
・ FT-249シリーズ

熱源機付属
部品の小ねじ
M5×12-2本で
必ず固定する。

この穴を使います。

止め金具

くぼみ部を
引っかける。

本体取付板（下）

壁面への取り付け後、機器本体が水平になっているか確認してください。

注意

必ず行う

品番シールの貼付
　施工後に同梱されている品番シールを
　熱源機のフロントカバー下部に貼り付けてください。

品番シール

アダプタ 設置工事説明書No.

KADH-F18
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KADH-F2(15)
KADH-F2(50)

No.

9

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

梱包の中には下記の部品が入っています。取り付ける前に確認してください。
アダプタの質量は4kgです。

1. 付属部品の確認

部 品 名 個　数

1アダプタ

ピアスねじ 2

品番シール 1

部 品 名 個　数

1スペーサー

小ねじ 6

対象機種名

既設：ノーリツ製熱源機
・ FT-244シリーズ　
・ FT-247シリーズ
・ FT-364シリーズ

※施工の種別により、使用しない部品があります。

No. KADH-F2(15)
KADH-F2(50) アダプタ 設置工事説明書9

警告
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No. KADH-F2(15)
KADH-F2(50) アダプタ 設置工事説明書9

アダプタ

既存のFFOA壁掛金具に、アダプタを取り付けます。
既存の壁掛金具の止め金具3箇所をアダプタの
3箇所の穴にあわせて引っかけ固定します。

【壁掛金具FFOAの場合】
※スペーサーと小ねじ3個は、使用しません。

1．アダプタ（15）にスペーサーを縦にして小ねじで固定する。
　　アダプタを既存の壁掛金具に引っかける。
　（既存のカールプラグ位置にオールプラグを打ち込み直す。
　　または、既存のカールプラグを再利用する。）
2．アダプタ（15）側から事前に打ち込んだオールプラグに木ねじで固定する。
　（壁面とスペーサーとの隙間はシール材で雨仕舞いする）

（アダプタ（15）を使用の場合）

1．既存のカールプラグ位置にオールプラグを打ち込み直す。
　  または、既存のカールプラグを再利用しスペーサーを横にして木ねじで壁に固定する。
　　（壁面とスペーサーとの隙間はシール材で雨仕舞いする）
　   アダプタを既存の壁掛金具に引っかける。
2．アダプタ（50）をスペーサーに小ねじ（3本）で固定する。

（アダプタ（50）を使用の場合）

オールプラグ
（8×35）
＜現物手配または
再利用する＞

※
オールプラグは
アダプタ（50）を
引っかける前に位置
決めをして打ち込ん
でおく（または、
既存のカールプラグ
が再利用できるか
確認する。）
アダプタ（50）側
からはオールプラグ
は入りません。

木ねじ（5.1×32）
＜現物手配＞

【壁掛金具AGVの場合】

木ねじ（5.1×32）＜現物手配＞

オールプラグ
（8×35）
＜現物手配または
再利用する＞

スペーサー

小ねじ

※
オールプラグは
アダプタ（15）を
引っかける前に位置
決めをして打ち込ん
でおく（または、
既存のカールプラグ
が再利用できるか
確認する。）
アダプタ（15）側
からはオールプラグ
は入りません。

※ピアスねじは、使用しません。

2. 取付方法
1

アダプタ

3mm程度の下穴開ける。

2．下穴を開けた既存の壁掛金具AFRに
　　アダプタよりピアスねじで固定する。

既存の壁掛金具AFRに、アダプタを取り付けます。

１．既存の壁掛金具AFRの上部の止め金具2箇所を
　　アダプタの2箇所の穴に合わせてに引っかけ、
　　下部の穴2箇所より壁掛金具AFRに墨付けし
　　下穴3mm程度開ける。

【壁掛金具AFRの場合】 ※スペーサーと小ねじ3個は、使用しません。

ピアスねじ

壁面への取り付け後、機器本体が水平になっているか確認してください。

注意

必ず行う

熱源機付属
部品の小ねじ
M5×12-2本で
必ず固定する。

この穴を使います。

本体取付板（下）

本体取付板（上）
この穴を使います。

アダプタ中央のねじ部に小ねじ1本を4mm程度すき間を開けてねじ込んでください。
本体取付板（上）のかぎ穴を引っかけてください。中央のねじを含む小ねじ3本を
しっかり増し締めしてください。

2

品番シールの貼付
　同梱されている品番シールを
　熱源機のフロントカバー下部に
　貼り付けてください。

品番シール
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No.

KADH-F410
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上部取付板

梱包の中には下記の部品が入っています。取り付ける前に確認してください。

●この部品を使用できる条件
1．ノーリツ製、FT-240/360シリーズ、FT-244/364シリーズが、
     Fカベカケカナグ360A（壁掛金具AGV）を使用して近接設置されて
　　いる場合。

アダプタの質量は0.4kgです。

1. 付属部品の確認

壁面への取り付け後、機器本体が水平になっているか確認してください。

注意

必ず行う

品番シールの貼付
施工後に同梱されている品番シールを
熱源機のフロントカバー下部に貼り付けてください。 品番シール

既設の熱源機を外し、既設の熱源機（下部の）固定ビス位置にアダプタをビスで固定します。
（既設の熱源機の下部をネジ固定していた位置を再使用します。）

3

1

熱源機下部の本体取付板を、M5ナット、ワッシャーで固定します。

工事される方へのおねがい
● 機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよくお読みに
　 なって指定された設置を行ってください。
● 作業時はけが防止のため、手袋などをして行ってください。
● 自由度のある配管素材を使用してください。

警告

※施工の種別により、使用しないビスがあります。

2. 取付要領

Fカベカケカナグ360A
　（壁掛金具）AGV2．旧松下製、AT-241/361シリーズ、AT-243シリーズ、

　  AT-364シリーズが、Aカベカケカナグ361Aを
　  使用して近接設置されている場合。

3．旧松下製、AT-245シリーズ（95年）、AT-366シリーズ（96年）
　　以降で、熱源機本体の「本体取付板」で近接設置されている場合。
　　（下の取付要領図参照）

Aカベカケカナグ361A

【取付ピッチ（上下）について】
　・新設熱源機は、781mm
　　(上部の本体取付板～下部の本体取付板)
　・上記1の場合は、750ｍｍ
　　（上部の本体取付板～下図取付ピッチ）
　・上記2の場合は、765.5ｍｍ
　　（上部の本体取付板～下図取付ピッチ）
　・上記3の場合は、789ｍｍ
　　（上部の本体取付板～下図取付ピッチ）

3. 取付方法

対象機種名
既設：ノーリツ製熱源機 既設：松下製熱源機

・ FT-240シリーズ
・ FT-360シリーズ
・ FT-244シリーズ
・ FT-364シリーズ

・ AT-241シリーズ
・ AT-243シリーズ
・ AT-245シリーズ
・ AT-361シリーズ
・ AT-364シリーズ
・ AT-366シリーズ

CL

条件1の場合は、上の列（A）の５箇所を使用します。
条件2の場合は、中の列（B）の2箇所を使用します。
条件3の場合は、下の列（C）の2箇所を使用します。

2. 取付要領の

1

【図1】

ワッシャー

M5ナット

アダプタ 使用する開口部（穴）図既設FT熱源機取付ピッチ

既設AT241/361熱源機
取付ピッチ

新設熱源機取付ピッチ

既設AT245以降熱源機
取付ピッチ

CL

2-Ｍ５ボルト

A

B

C

壁掛金具の止め金具に熱源機背面の取付板くぼみ部分を引っかけ、熱源機下部の本体取付板を
アダプタのM5ボルトに引っかけます。
条件３の場合は、本体取付板（上）を壁に固定します。

2

そのままでは熱源機の取り付けが
できません。壁掛金具を壁から
取り外し、上部取付板を取り外す。

Aカベカケカナグ361Aの場合

※旧松下製熱源機からのリプレースの場合で、　で固定したビス頭が本体取付板（下）と接触する
　【図1】場合は、熱源機を引っかける前にアダプタのビスの根元にワッシャーを1～２枚スペーサー
　として挟み込む。

ワッシャー（現場手配）
1～2枚を入れておく

くぼみ部を
引っかける。

本体取付板（下）

本体取付板（上）

Fカベカケカナグ
360A

アダプタ

M5ナット

ワッシャー
アダプタ

本体取付板（下）

部 品 名 個　数
1アダプタ

M5　ナット 2

部 品 名 個　数

品番シール 1

ワッシャー 2

KADH-F410 アダプタ 設置工事説明書No.




